
日時：令和4年12月8日（木）　14時～

場所：恵庭市民会館　中会議室

＜議　事＞

審議１．地域密着型サービス事業予定者の選定について　　　　

（認知症対応型共同生活介護）

＜報　告＞

報告１．恵庭市介護施設等物価高騰対策支援金支給事業について

報告２．介護予防事業等の取組について

報告３．認知症啓発事業の取組について

＜その他＞

令和4年度（第3回）

恵庭市社会福祉審議会 高齢者福祉・介護保険専門部会

＜次　第＞





令和４年度 恵庭市地域密着型サービス 

（認知症対応型共同生活介護）事業予定者 

選定結果 

恵庭市介護保険サービス事業者選定委員会の選定結果 

１ 事  業  名 認知症対応型共同生活介護事業（認知症グループホーム）

２ 事業予定者 株式会社ビジュアルビジョン

３ 選 定 方 法

公募を行い、選定委員による審査により選定しました。 

１事業者より提出のあった応募書類の内容を踏まえ、当該事業に 

関わる恵庭市介護保険サービス事業者選定委員会設置要綱に基づ 

き選定委員会を開催し、委員の書類審査・事業者プレゼンテーシ

ョン審査・ヒアリング審査による総合審査を実施しました。 

４ 選 定 結 果

選定結果は以下のとおりです。 

評価得点の満点は 200 点で、選定条件は 120 点以上です。選定委 

員会で選考の結果、「株式会社ビジュアルビジョン」を当該事業

の予定者として選定しました。 

結 果 

事業予定者 株式会社ビジュアルビジョン 161 点／200 点 

５ 開  催  日

第 1 回 紙面開催 

第 2 回 令和 4 年 11 月 25 日（金） 

第 3 回 令和 4 年 11 月 29 日（火） 
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恵庭市介護施設等物価高騰対策支援金支給事業について 

１．趣旨 
新型コロナウィルス感染拡大等による物価高騰に直面し、経常的な支出が増加する

介護サービス事業等が、サービスを継続して提供できるよう、事業所運営にかかる経費
に対して、交付金を支給する。 

２．対象 
市内に住所を有し、R4.9.1 時点でサービスの提供実績がある介護サービス事業所等 

３．支援内容 
冬期間に必須の暖房等に必要な光熱費等を対象経費とし、事業形態により市が規定

した金額を支給する。支給回数は 1回とする。 

４．支援金の額 
種 別 単 価 事業所数 

入所系（大規模） ￥300,000 8 
入所系（小規模） ￥200,000 29 
通所・訪問系 ￥100,000 80 

合 計  117 

５．予算等 
 財源：（国）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 
      （電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金） 
  予算：【一般会計】総務費-総務管理費-諸費 
    新型コロナウイルス対策事業費-介護福祉施設等物価高騰対策支援事業費 

６．スケジュール 
11/28 事業要綱を市HPへ掲載すると同時に対象事業所へ案内を個別送付 
12/7 第 1回目 申請締切 
12/23 第 1回目 支給日（予定） 
      ※その後の申請については、随時期限を設けて支給 
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令和4年度 恵庭市介護予防講演会事業 実施結果 

１．事業の目的 

介護予防に関する知識の普及啓発により、高齢者が自立した生活を送れるよう市民の介護予防への

関心と理解を深めることを目的とする。 

２．実施結果 

1)第１回  

日時 令和４年１０月５日（水）１０：３０～１２：００ 

会場 市民会館 ３階 中ホール 

テーマ オーラルフレイルを予防しよう！～マスクの中であなたのお口、弱っていませんか？～ 

講師 濱頭 誠 氏（恵み野病院 リハビリテーション科 言語聴覚士） 

参加者数 107名 

参加者の声 分かりやすくて非常に良かった。口の大事さを痛感。もう一度やってほしい講演で

す。 

市民の高齢者だけでなく、若い世代にも口腔ケアが大事だということを周知してい

き、みんなが健康でいられると良いなと思いました。勉強になりました！ありがと

うございました 

当日の様子      ＜講演の様子＞       ＜かみかみ百歳体操を全員で実施＞  

２）第2回 

日時 令和４年１１月２９日（火）１３：３０～１５：００ 

会場 市民会館 ３階 中ホール 

テーマ 楽しく脳を活性化！実践「脳活塾」 

講師 
柿沼 英樹 氏（ＮＰＯ法人シーズネット 生活支援担当部長・「脳活塾」塾長） 

※ 北海道新聞 毎週金曜日朝刊にて脳トレ連載を担当 

参加者数 89名 

参加者の声 脳の体様に良かった。指の運動が大変でした。とっても楽しかったです！ 

脳トレは、日常の生活において、何でも興味を持ち、好奇心をもって生活すること

だとわかった。沢山のヒントをいただいてとても勉強になった。ありがとうござい

ました。 

当日の様子     ＜講演の様子＞      ＜プリントを使って脳トレにチャレンジ＞ 
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13:30 15:00
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令和4年度 恵庭市SOSネットワーク主催 

道に迷っている人を見つけよう！未帰宅者模擬捜索訓練！ 

 実施報告 

【日 時】 令和 4年１１月１０日（木）10:30～12:30 

【会 場】 恵庭駅周辺、島松駅周辺、恵み野駅周辺、恵央町周辺  

【目 的】 ①恵庭市民に対し、SOSネットワークを広く知ってもらう。 

      ②訓練に参加してもらうことで通報や声掛けに慣れたもらい、実際に未帰宅者が発生した時に、

臆することなく発信してもらえるようにする。 

【対 象】 協力団体、恵庭市民 

【運 営】 恵庭市SOSネットワーク協議会 

認知症にやさしいまち実行委員会 

【協 力】 たよれーる ひがし       

たよれーる きた        

 たよれーる 中島・恵み野    

たよれーる みなみ       

【内 容】 10:30  捜索訓練①開始(恵庭駅周辺、島松駅周辺) 

     「FM e-niwa スキップ！」にて、未帰宅者が歩いている位置を放送。 

11:30   捜索訓練①終了 

捜索訓練②開始(恵み野駅周辺、恵央町周辺) 

12:30   訓練終了 

13:00   えにあす集合 取材対応 

【参加者】 計１０３名  

※協力団体 ２０、一般市民(発見者カード配布) ８１名、窓口への発見報告 ２件 

(参加団体・企業：島松交番、恵み野交番、島松駅、島松消防署、恵庭自動車学校、北海道信

用金庫、柏木中通郵便局、よこい薬局、くすりの陽明堂、サニクリーン、いながき歯科医院、

３丁目ギャラリー、プチビジュー洋服店、キャロット、えにあす、マルベリーさわやかセンタ

ー、恵み野憩いの家、社会福祉協議会、ラ・デュース在宅センター、ラ・デュース恵み野) 

【評価】 

・SOSネットワークの周知を目的としていたこともありこちらから市民へ声をかけ、SOSネットワークに

ついて説明しパンフレットを手渡した。 

・今回「訓練中」と書かれたプラカードに QR コードを添付。スマートフォンでコードを読み込んでもら

い、発見者として協力してもらえた方の数を把握した。 

・昨年度は２経路で行ったが、今年度はより多くの方に周知できるよう４経路で実施。ルートを増やしたた

め、１か所あたりの時間を短く設定したが、予定の経路を歩ききることができなかったこともあり、時間

の見直しが必要。 

【今後の展望】 

・SOSネットワークを周知し、高齢者の徘徊等について気にかけてもらえる市民を増やすため、継続して

事業を行う必要があると思われる。 

・開催時間や場所、周知の協力場所(店頭等)も検討していきたい。 

・市民(高齢者も含め)にスマートフォンが広く普及していることから、QRコードの活用も検討していく。 
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訓練中写真 
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